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埼玉県内医療施設の施設内輸血療法委員会活動の実態調査 III
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2023年に行った施設内輸血療法委員会（委員会）の実態についての調査に回答した 300床未満の施設の 58委員会
と委員会未設置 55施設に再調査を行った．36委員会と未設置 21施設が回答し，8委員会，未設置 3施設にさらに追
加調査を行った．大部分の委員会が血液製剤使用状況，インシデント，副反応を把握，報告していたが，輸血適応の
検討，適正使用の推進，フィードバックを行っている委員会は約半数で，院内巡視を行っていたのは 1委員会のみで
あった．委員会が未設置だった施設の全てが 1年後も未設置で，未設置の理由は輸血の機会が少ないことが多かった
が，委員会についての情報，周知が不十分であることも示唆された．中小規模医療施設における委員会設置，活動活
性化のために，合同輸血療法委員会としての働きかけが可能と考えられる．輸血の機会が少ない中小規模施設では，
委員会に拘らない各施設の実態に即した輸血管理，適正使用推進のための体制の構築が必要である．
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はじめに
施設内輸血療法委員会（委員会）は，各医療施設に
おいて安全で適正な輸血療法を主導する役割を担う組
織である１）～３）．輸血療法を行う施設は委員会設置が必須
の国もあるが，多くの国や地域では委員会あるいはそ
れに準じた組織の設置が推奨または要求されるに留まっ
ている４）５）．我が国においても，厚生労働省が定める「輸
血療法の実施に関する指針」で，輸血療法を行う場合
は輸血療法についての委員会を設け定期的に開催する
ことが望まれており，委員会の設置と開催は診療報酬
上輸血管理料の算定条件にもなっているが，委員会設
置は必須ではない６）．しかし，委員会は安全で適正な輸
血療法だけでなく輸血医療の質向上のためにも重要で
あり，より多くの施設で委員会が設置されて活動する
ことが望まれる．
医療施設の規模や診療の特徴によって対象疾患や診

療内容は様々であり，輸血療法の位置付けも様々であ
ることから，委員会の役割や活動内容も医療機関毎に
異なる．埼玉県合同輸血療法委員会は，より多くの施
設で委員会設置と活動を支援，推進するためには委員
会の問題点を抽出・検討することが必要と考え，2023
年に埼玉県内の医療施設を対象としてアンケート調査
を行った７）８）．この調査結果では，施設規模が小規模に
なるほど委員会設置率は低く，さらに，中小規模の施
設の委員会の中には，運営や活動内容が明瞭になって
いない委員会や十分機能していない委員会もみられた．
小規模医療機関における輸血管理体制の不備は，日本
輸血・細胞治療学会輸血業務に関する総合的調査実施
小委員会の令和 5年度血液製剤使用実態調査報告にお
いても指摘されており，埼玉県だけの課題ではない９）．
自施設と類似した施設の委員会の実態は，委員会活
動の参考や具体的なモデルになり，活動の改善，活性
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表 1　アンケートに回答した施設内輸血療法委員会
と委員会未設置施設

1）委員会

施設規模
（病床数） 対象委員会数 回答委員会数 回答率

無床  2  1 50.0%
1 ～ 99 22 15 68.2%
100 ～ 299 34 20 58.8%

全体 58 36 62.1%

2）委員会未設置施設

施設規模
（病床数） 対象施設数 回答施設数 回答率

無床 20  7 35.0%
1 ～ 99 26 12 46.1%
100 ～ 299  9  2 22.2%

全体 55 21 38.2%

化に役立つと考えられる，また，委員会設置を推進す
る際にも，同様の施設の委員会の設置，運営，活動な
どが参考になると考えられる．
これらを鑑み，前回調査をさらに具体的，実践的な
形で展開するために，埼玉県内の 300床未満の中小規
模医療施設の委員会の実態について追加調査を行った．

対象と方法
2023年の調査に回答した 155施設の中で病床数 300
床未満の施設の 58委員会と委員会未設置 55施設を対
象とした．
「輸血療法の実施に関する指針」，日本輸血・細胞治
療学会の「輸血療法委員会運用マニュアル（案）」など
に沿って前回の調査結果を考慮して作成した委員会へ
のアンケート，または委員会未設置施設へのアンケー
トを対象施設に郵送して調査を依頼し，2024年 9月 13
日から 10月 16日の回答期間でWEBアンケート調査を
実施した６）１０）．その際に追加調査の諾否を質問し，承諾
した委員会と施設に 2025年 1月 14日から 1月 31日の
回答期間で追加調査を行った．

結 果
I．回答した委員会と委員会未設置施設
アンケートを依頼した 58委員会の病床数による施設
規模は，無床 2，1～99床 22，100～299床 34施設で，
委員会未設置 55施設は，無床 20，1～99床 26，100～
299床 9施設であった（表 1）．

36の委員会が回答し回答率は 62.1％であった．施設
規模別回答数（回答率）は，無床 1（50.0％），1～99
床 15（68.2％），100～299床 20委員会（58.8％）であっ
た．委員会未設置施設は 21施設（回答率 38.2％）が回
答し，施設規模別回答数（回答率）は，無床 7（35.0％），
1～99床 12（46.1％），100～299床 2施設（22.2％）で
あった．
追加調査を承諾した 10委員会中 8委員会（1～99
床 4，100～299床 4委員会）と，委員会未設置 3施設
（いずれも無床）すべてから回答が得られた．
II．300床未満の施設の委員会の実態調査
1．36委員会の活動実態
1）輸血の適応の検討
21委員会（58.3％）が輸血の適応について検討してい

た（無床 1/1，1～99床 9/15，1～299床 11/20）（表
2）．検討内容は赤血球輸血患者の輸血前 Hb値の検討が
最も多く（15委員会），続いて，輸血適応基準の設定
（10委員会），輸血使用指針に適合しない事例の検討
（5委員会），輸血当日の Hb検査実施率の検討（4委員
会）が多かった．

2）適正使用推進のための活動

18委員会（50.0％）が適正使用を推進するための活動
をしていた（無床 0/1，1～99床 8/15，1～299床 10/
20）．具体的な活動内容は，13委員会が院内メールや印
刷物で輸血に関する情報を伝えていて，12委員会が定
期的（4委員会）あるいは非定期的（8委員会）に輸血
教育を行っていた．また，6委員会が FFP/RBC比率が
高い診療科や使用量が急に増えた診療科について製剤
使用状況を検討しており，大量輸血事例，長期使用例
をそれぞれ 2委員会が検討していた．

3）フィードバック
19委員会（52.8％）が輸血の適応や適正使用に問題が
あると判断された事例についてのフィードバックを行っ
ていた（無床 0/1，1～99床 7/15，1～299床 12/
20）．フィードバックはほとんどが，個人的または医局
会などの機会に口頭または電話で直接行われていた．

4）血液製剤使用状況，インシデント，副反応の把握
と院内巡視（監査）

34委員会（94.4％）が廃棄状況と削減対策を含めた血
液製剤の使用状況を毎回報告していた．27委員会（75.0％）
が輸血に関わる全てのインシデント情報を把握し，26
委員会（72.2％）がインシデント事例の防止対策につい
て検討していた．30委員会（83.3％）が全ての副反応事
例を把握していて，32委員会（88.9％）が重篤な副反応
を議題として取り上げていた．院内巡視（監査）は 1
委員会が半年毎に行っていたのみであった．

5）他の施設の委員会との情報交換
6委員会（16.7％）が他の医療施設の委員会と情報交
換していた．3委員会は必要時のみに，2委員会は定期
的に情報交換しており，1委員会はグループ病院内の委
員会で情報交換していた．情報交換は主に臨床検査技
師間で行われ，5委員会が輸血マニュアルについて，4
委員会が適正使用についてと輸血の手技・手順につい
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表 2　施設規模別施設内輸血療法委員会活動の実態

施設規模（病床数） 無床 1～ 99 床 100 ～ 299 床 全委員会
（%）

委員会数 1 15 20 36

輸血の適応について検討 している 1  9 11 21（58.3%）
していない 0  6  9 15（41.7%）

適正使用を推進するための活動を している 0  8 10 18（50.0%）
していない 1  7 10 18（50.0%）

検討した事例のフィードバックを している 0  7 12 19（52.8%）
していない 1  8  8 17（47.2%）

血液製剤の使用状況を毎回報告 している 1 14 19 34（94.4%）
していない/わからない 0  1  1  2（5.6%）

輸血に関わる全てのインシデント情報を把握 している 1 10 16 27（75.0%）
していない/わからない 0  5  4  9（25.0%）

輸血療法に伴うインシデント事例の防止対策について協議 している 1 10 15 26（72.2%）
していない/わからない 0  5  5 10（27.8%）

全ての輸血副反応事例を委員会で把握 している 1 11 18 30（83.3%）
していない 0  4  2  6（16.7%）

重篤な副反応を議題として 取り上げている 1 12 19 32（88.9%）
取り上げていない 1  3  1  4（11.1%）

院内巡視（監査） している 0  0  1  1（2.8%）
していない 1 15 19 35（97.2%）

他の医療施設の委員会と情報交換 している 0  3  3  6（16.7%）
していない 1 12 17 30（83.3%）

表 3　追加調査に回答した施設内輸血療法委員会と施設概要

委員会 病床数
赤血球製剤 血漿製剤 血小板製剤

委員数
（名）

委員会
年間開催
頻度（回）使用

単位数
廃棄率
（%）

使用
単位数

廃棄率
（%）

使用
単位数

廃棄率
（%）

1 1 ～ 99 730 0.5   0 NA 0 NA  6 12
2 1 ～ 99 365 0.55   0 NA 20 0 10  4
3 1 ～ 99 472 0.8  62 9.7 20 0  9  6
4 1 ～ 99 284 1.41   2 0 0 NA 12  6
5 100 ～ 299 1,250 1.0  18 47.1 460 4.2 27 6 ～ 8
6 100 ～ 299 1,987 0.7 218 0 1,085 0 11  6
7 100 ～ 299 1,584 0 153 0 1,020 0  8 12
8 100 ～ 299 28 0   0 NA 10 0  5  6

中央値（平均） 601（837.5） 0.63（0.62） 10（56.6） 20（326.9） 9.5（11）

NA，not applicable

て，3委員会が輸血に関する情報と血液製剤有効利用
（廃棄）について，2委員会が委員会の運営についての
情報を交換していた．情報交換を行っていなかった 30
委員会中 6委員会は，今後情報交換を行いたいと回答
した．

2．追加調査に回答した 8委員会への追加調査
追加調査に回答した 8委員会の施設の年間赤血球製
剤使用量は 28～1,987（中央値 601）単位で，廃棄率は
0～1.41（中央値 0.63）％であった（表 3）．血漿製剤使
用施設は 5施設で，年間使用量 0～218単位，廃棄率は
使用量 62単位，18単位の施設でそれぞれ 9.7％，47.1％

で，他の施設は 0％であった．血小板製剤は 6施設が
使用し，年間使用量 0～1,085単位，廃棄率は 1施設以
外 0%であった．
委員会の委員数は 5～27名（中央値 9.5名）で，年間
の委員会開催頻度は，4回 1委員会，6回 4委員会，6～
8回 1委員会，12回 2委員会であった．

5委員会がすべてのインシデント情報を把握しており，
7委員会がインシデントの防止対策について協議し医療
安全委員会と連携していた（表 4）．2委員会がフィー
ドバックを行っていると回答したが，調査前 1年間に
実際にフィードバックを行ったのは 1委員会のみであっ
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表 4　追加調査に回答した施設内輸血療法委員会の活動内容

委員会
全ての

インシデント
情報を
把握

インシデント
事例の防止
対策を協議

インシデント
について医療
安全委員会と

連携

フィード
バック
（確認・
連絡等）

他の施設の
委員会と
情報交換

他施設の
委員会から
得たい

情報，交換
したい情報
がある？

輸血療法
委員会は
院内の

輸血療法に
有意義と
思う？

委員会活動
に変更や
改善が必要
と思う？

1 している している している していない 行っていない はい はい はい
2 していない している している していない 今後行いたい はい いいえ はい
3 している している している していない 行っていない いいえ はい はい
4 わからない していない していない していない 行っていない はい いいえ はい
5 わからない している している している 行っている いいえ はい はい
6 している している している していない 行っていない はい はい はい
7 している している している していない 今後行いたい はい はい はい
8 している している している している 行っていない いいえ はい いいえ

表 5　施設内輸血療法委員会未設置 21 施設の委員会設置状況

施設規模（病床数） 無床 1～ 99 床 100 ～ 299 床 全施設（%）

施設数 7 12 2 21
前回調査後に委員会が設置
された 0  0 0  0（0%）
されていない 7 12 2 21（100%）
委員会設置予定について
設置する予定である 1  2 0  3（14.3%）
設置の準備をしている 1  0 0  1（4.8%）
設置する予定はない 5 10 2 17（80.9%）

た．他施設の委員会と情報交換を行っていたのは 1委
員会のみであったが，5委員会が他施設と交換したい情
報があると回答し，交換したい情報として輸血療法や
委員会の活動に関する情報が挙げられた．

6委員会が委員会は院内の輸血療法に有意義であると
評価したが，7委員会は委員会活動に変更や改善が必要
とし，病院全体としての取り組みや委員構成などの施
設としての課題と委員会の活動内容に関わる様々な課
題が挙げられた．
III．委員会未設置施設調査
1．21施設へのアンケート調査
前回調査後に委員会が設置された施設はなかった（表

5）．委員会未設置の理由として 16施設が輸血の機会が
少ないことを挙げたが，委員会設置が推奨されている
ことを知らなかった施設が 5施設，委員会そのものを
知らなかった施設も 1施設あった（図 1）．さらに，委
員会をどのように運営していいかわからない（7施設），
委員会の活動内容がよくわからない（6施設），どのよ
うな議題を検討すればいいかがよくわからない（6施設）
など委員会活動についての情報，周知が不十分である
ことを示唆する回答が目立った．委員会設置予定があ
るのは 4施設のみであった．

2．追加調査に回答した 3施設への追加調査
3施設の中で施設内で輸血療法や適正使用について話

し合う場や機会があると回答したのは 1施設のみであっ

た．輸血マニュアルは 2施設で作成されており，マニュ
アルを作成していなかった 1施設では副作用発生時の
対応についての取り決めがなされていた．他の施設と
情報交換を行っていた施設は紹介元の病院と相談して
いる 1施設のみであったが，3施設とも輸血療法につい
ての情報や助言などの必要を感じたことがあると回答
した．

考 察
埼玉県合同輸血療法委員会が行った前回調査の結果
から，中小規模の施設における委員会の設置，活動の
推進が望まれ，合同輸血療法委員会として何らかの働
きかけが可能であることが示唆された７）８）．しかし，病
床数による施設規模で定義される中小規模医療施設は，
診療内容，機能，役割など極めて多彩であり，実際に
働きかけやアプローチを行うためには，中小規模施設
における委員会の実態についてのより詳細かつ具体的
な情報が必要と考えられたため，今回追加調査を行い
中小規模医療施設の委員会活動の実態をより明らかに
することができた．
中小規模医療施設の委員会は各施設の規模，機能等
に応じて活動しており，その活動内容は多彩であるこ
とが確認された．「輸血療法の実施に関する指針」，日
本輸血・細胞治療学会「輸血療法委員会運用マニュア
ル（案）」，「I＆A基準」などに記載されている委員会の
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図 1　施設内輸血療法委員会未設置施設で委員会未設置の理由
施設内輸血療法委員会（委員会）が未設置の 21 施設の委員会が設置されていない理由を複数回答可
で調査した．横バーの右の数字は回答した施設数を示す．
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輸血の機会が少ない

委員会をどのように運営していいかわからない

委員会の活動内容がよくわからない

どのような議題を検討すればいいかよくがわからない

設置が推奨されていることを知らなかった

院内で協力が得られない

委員会の必要性を感じない

輸血に対する関心が薄い

設置に同意が得られない

委員会そのものを知らなかった

対応できる人材がいない

医師が院長一人の小さな診療所であるため

表 6　「輸血療法の実施に関する指針」，日本輸血・細胞治療学会「輸血療法
委員会運用マニュアル（案）」，「I&A基準」などに記載されている委員会
の構成，活動内容などを行っている委員会

活動内容 行っている委員会数
（%）

輸血療法の適応 21（58.3%）
血液製剤の選択 NA
輸血用血液の検査項目・検査術式の選択と精度管理 NA
輸血実施時の手続き NA
院内監査 1（2.8%）
血液の使用状況調査 3（94.4%）
輸血の適応について検討 21（58.3%）
適正使用推進の方法 18（50%）
事故・副反応・合併症の把握方法と対策
インシデント情報把握 27（75.0%）
防止対策協議 26（72.2%）
副反応事例把握 30（83.3%）
重篤な副反応事例を議題としている/取り上げている 32（88.9%）
院内採血の基準や自己血輸血の実施方法 NA
改善状況について定期的に検証 NA
フィードバックを行っている 19（52.8%）
上記に関する議事録を作成・保管し，院内に周知している NA

NA，not available

構成や検討内容などの活動内容を実際に行っている委
員会数と割合をみると，血液製剤の使用状況，有害事
象，インシデントの把握や防止対策などを行っている
委員会は多かったが，輸血の適応の検討，適正使用の
推進，フィードバックを行っている委員会はそれぞれ
約半数で，院内監査はほとんど行われていなかった（表

6）６）１０）１１）．中小規模の施設の委員会がこれらのより能動
的な働きかけを行うには，輸血療法に詳しい委員がい
ない施設が多いことや施設内の組織，人間関係など様々
な障壁が存在することは容易に予想されるが，これら
の解決のためには他施設の委員会活動が参考になり，
合同輸血療法委員会としての働きかけも可能と思われ
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る．また，同規模施設の委員会との情報交換も有用と
考えられ，実際，多くの委員会が他の委員会から情報
を得たり交換したいと考えている．そのような情報交
換においても合同輸血療法委員会は支援可能である．
委員会が設置されていない施設は委員会設置が推奨
されていることや，委員会についての情報，周知が不
十分で，委員会の認知度が低いことも大きな課題であ
るが，このような課題の解決に向けても合同輸血療法
委員の果たす役割は大きい．しかし，輸血使用量の少
ない施設では委員会設置は現実には困難なことが多く，
さらに，「輸血療法の実施に関する指針」では，委員会
の設置だけでなく責任医師の任命，輸血部門の設置，
担当技師の配置も含んだ一貫した業務体制が推奨され
ているが，現実には中小規模施設がそのような体制を
構築することは多くの場合困難である．しかしながら，
中小規模施設においても，委員会は安全で適正な輸血
療法を実践するために極めて有用であると期待される
ことから，委員会に拘らずに，各施設の実態に即して
委員会に準じた輸血管理，適正使用推進のための体制，
システムの構築が必要と考えられる．そのためには指
針の見直しや新たな仕組み作りが不可欠であり，施設
外からの働きかけも望まれる．
追加調査に回答した委員会未設置施設は無床 3施設
に留まったが，無床施設の輸血管理体制の現状を知る
上で貴重な情報である．今回の調査結果を十分に活用
して，埼玉県合同輸血療法委員会としての働きかけの
策案を計画している．
著者の COI開示：新妻太一朗と松田充俊は日本赤十字社被雇用

者である．
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